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小倉自治会は、伊藤山由さんの指導により、地区にある炭焼き体験施設を利用して木炭を作っています。 

1月１０日ごろから炭材として地区内の木・楢(ナラ)の伐採を行いました。その後、施設まで運び込み、直

径１０センチ前後に割り炭窯の中に並べました。 

第１回目の炭焼きは、２月２５日に点火し、２月２８日に火を消し、そのまま密閉して温度をさげ、３月９

日炭出しをしました。火をつける前の３分の２ぐらいの太さになった炭が窯より搬出されました。この体験

窯は従来であれば、1回で３６０㎏(15㎏入りの炭が 24袋)ぐらいは作れるそうです。この時は焼けすぎ

たもの、まだ早いものもありましたがおおむね成功でした。 

2回目の炭焼きも行っています(3月 14日点火、3月 18日消火)。今後も研究しながら、続けていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年４月１日発行 №20３ 

 

★炭窯活用プロジェクト始動 
炭材の伐採 

炭材割り作業 

炭材を窯に並べる 

煙が 350°～400°になったら煙の

穴も閉じる 

たき口。窯の煙が 43°に

なったらたき口を閉じる 

窯内部。焼きあがった炭 
炭出し 

1回目で、できた炭 



 

 

１月から２月まで計６回の健康体操教室が開催されました。 

昨年同様、日本３B体操協会指導資格者・花巻市生涯学習講師の冨手京子さんを講師に、軽体操

を中心にご指導いただきました。参加者は毎回１４人ぐらいで、音楽に合わせて楽しく体操を行

ったり、折り紙で万華鏡を折ったり、新聞紙で袋を折るなどの手指の運動を行いました。また、

声に出して文章を読んだり、色を読むゲームをしたり。これらは脳トレになるそうです。今回、

指導していただいたことを毎日の生活に取り入れていくことが大切だと感じました。昨年参加し

た方が、教室でやったストレッチを毎日行っていて体調が良いそうです。他の参加者の方々も健

康で過ごすために継続していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度のカレンダーが完成しました。５年度内に開催さ

れたコミュニティ事業等で撮影した田瀬の皆さんの笑顔で作

成しています。事業等にご参加、ご協力くださいました皆様

に感謝申し上げます。 

ゴミ収集日、納税期日などご利用ください。 

 

★ 健康体操教室開催 

★ 「田瀬の笑顔」 ―令和６年度ゴミ収集カレンダー完成― 

折り紙で万華鏡を作りました 

このテーブルの組が一番早く

出来上がりました 

みなさん器用ですね 

じゃんけん大会ですが、皆さ

ん童心に帰って盛り上がりま

した 

あまり、夢中になって息がき

れました 

３B体操の道具

を使って 



 

 

(前回までのあらすじ  約３００年前の事、田瀬から野手崎に婿に入った

勘作でしたが、姑と仲が悪く家計の実権も握られ金銭的に苦しい状態でし

た。苦しい状況から逃げるため仲間に誘われて脱穀に加わることにしました。その際、南部領に盗んだ米を

運び込むため、兄の息子の六之助の助けが必要でした。) 

番所向かいに住んでいた作兵衛は、下横目という今でいう警察の手伝いをして

いて最中沢部落で脱穀の動きがあることを知り、同僚の勘四郎と共に巡察をして

いたある夜、数人の男たちが米俵を担いでいるのを発見して捉えようとしました。

運悪く作兵衛にしがみつかれて倒れたのが六之助でした。仲間たちは米俵を投げ

捨てて逃げ出しましたが、勘作だけは甥の六之助を逃がそうと作兵衛の脛をつか

んで抑えていました。六之助は作兵衛の手をほどくため必死に取り出した短刀を

振り回し、作兵衛を切りつけてしまいました。勘作は驚いて作兵衛の出血を止め

ようと傷口をおさえ、六之助に田瀬に逃げるようにと言いました。 

これを見た作兵衛の同僚の勘四郎は番所に応援を頼みに行きましたが、応援が

来た時には作兵衛の傷口を抑えている勘作だけが残っていました。が、作兵衛は

既にこと切れていました。 

番所で取り調べを受けた勘作は、甥の六之助や仲間たちのことは固く口を閉じ、

一人罪を背負って磔（はりつけ）の刑に処せられたといいます。 

もちろん、姑の口から六之助の名前が出ましたが、野手崎は伊達藩、田瀬は南

部藩でしたから捜査権は及ばず、時の流れと共に人々から忘れられておりました。 

しかし、一人忘れず決意を秘めていた男が居ました。 

作兵衛の子・善六でした。当時、15歳でしたから、父の仇・六之助のことは深

く心に刻んでおりました。いつか機会を見て父の仇を取りたいと思っておりまし

た。百姓の子でしたから剣術など習うこともできませんでしたが、ヒマを見ては

手作りの木刀を持って山に入り、自己流に練習に励んだこともありましたが、成

人して百姓仕事が忙しくなると練習もままなりません。 

かくして苦節 29 年。六之助が庄蔵と名前を変えて野手崎に来るという情報が

入り、善六は六之助が通るであろう田瀬街道の松尾神社の参道で待ち構えていま

した。ここは文治年間（1185）奥州守護職葛西氏が一族守護を祈って社殿を改修

したという由緒ある神社。田瀬街道から左に

入り、広瀬川を渡ると神社の参道がありま

す。田瀬から４里で一休みするには格好の場

所、予想通り六之助は連れの男と立ち寄りま

した。六之助が石段に腰を下ろして休もうと

したところ、突然現れた善六に「作兵衛の一

子、善六なり。お前は正徳 4 年 2 月 14 日の

夜、父作兵衛を殺した大悪人、父の仇だ。覚

悟せよ。」と口上を言われ、驚いて広瀬川の河

原に逃げました。 （次回に続く） 
異聞 
田瀬の歴史 第２６回 

≪田瀬の仇討された男のことーその２≫ 
善六が待ち伏せしていた松尾神社 

奥州市江刺梁川 



田瀬地区の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
 

行政区 世帯数 
人  数 比 較 

（１月末） 男 女 計 

田瀬第１ ６９ ７９ ８９ １６８ １人減 

田瀬第２ ３１ ３４ ３５ ６９ ― 

田瀬第３ ７２ ７３ ８５ １５８ 3人増 

計 １７２ １８６ ２０９ ３９５ ２人増 

※花巻市住民登録人口集計表を基に作成しています。 

４月の行事予定 
⚫ 資源ゴミ運搬（第１回） ４月９日(火) 

⚫ 第１回役員会  4月 16日(火)18:30～ 

⚫ 田瀬地域コミュニティ会議総会 4月 20日(土)15:00～ 

⚫ 田瀬湖一斉清掃＆ごみ川柳大会 4月 21日(日)  8:30～  

５月の行事予定 
⚫ 各部会  

※部員の皆様にはそれぞれ、お知らせいたします。 

すべてのお問合わせ先 
田瀬地域コミュニティ会議 事務局電話 ４４－５２８１まで （令和６年２月末現在）

諸事情により、変更になることが

あります。ご了承ください。 

皆さん、こんにちは！東和総合支所地域振興課 地域おこし
協力隊の柏谷恵です。 

私は北海道札幌市から東和町に移住し、昨年５月から「田

瀬地区を中心とした東和の魅力発信」をテーマに活動をして

おり、早くも 1年が経とうとしております。 

約 1年活動して思うのは、東和の皆さんがとても親切とい

うことです。新参者のわたしにとても優しくしてくださり、

皆さんには本当に感謝しています。また、好きな場所やもの

もだんだん増えてきて、楽しい日々を過ごしています。 

特に田瀬振興センターの楓、田瀬舘跡の杉の木はお気に入りです。札幌にいた頃は整備された

自然ばかりだったので、私にはとても個性的な木に見えます。また先日、田瀬湖ではワカサギ釣

りをしました！時間を忘れて没頭できました。田瀬は時間の流れがゆっくりと感じられ、とても

癒されます。 

これからの目標は、より田瀬を深掘りし、マップの作成やここでしかできないイベントの企画

をすることです。そのためにはまだまだ調査・経験不足なので色々な所に行きたいです。まずは

砥森山に登って頂上の剣を見ることと、グーグルマップに載っていない神社に行くことを実現し

たいと思っています。田瀬のおすすめスポットや耳より情報があればぜひ教えてください！ 

令和６年度第１回資源ゴミ運

搬を４月９日(火)に行いま

す。それまでにご家庭の資源

ゴミを指定の場所までお持ち

ください。 

地域おこし協力隊 柏谷 恵さん
をご紹介します♪♪ 


